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20～24才 一 0．3（2） 0．2（2）
25～29才 4．6（24） 7．3（44） 6．0（68）
30～34才 20．7（109）3U（187）箆2（296）
35～39才 40．1（211） 40．4（243） 敏⑬（454）
40～44才 253（133）17．8（107） 21。3（240）
45～49才 7．8（41） 3．2（！9） 5．3（60）




フルタイムの仕事 ＆雛（460） 10．9（65） 46．9（525）
パートタイムの仕事 0．2（1） 18．1（108） 9．7（109）
自営業 9．8（5D 3．2（19） 6．3（70）
農業・漁業 1ユ（6） 1．0（6） 1．1（12）
内職 ｝ 1．0（6） 0．5（6）
主婦 一 磁δ（391） 34．9（391）





























出産準備以降 12．5（66） 5ユ（31） 8．6（97）
出産してから 37．4（198） 44．5（268）礁2（466）











































小学校に入った頃 18．2（96） 11。9（71） 14．8（！67）
中学校に入った頃 賦1（233） 31。8（190） 37．6（423）




世話 基本的世話をすること　＊纏 20。6（108） 381プ（231） 30。2（339）
扶養 経済的基盤を整えること　織 5β（33） 2。3（14） 4．2（47）
社会化 基本的生活習慣を身につけること　綿 62．3（327） ⑳2（419） 66．5（746）
社会的ルールを教えること　櫓 53二◎（273） 41．4（247） 46．3（520）
教育 情操を育むこと 50．7（266） 45．4（271） 47．9（537）
芸術的能力を引き出すこと 1．5（8） 1．0（6） 1．2（14）
身体的能力を引き出すこと 2．3（！2） 1。0（6） ！．6（18）
知的能力を引き出すこと　＊ 4．8（25） 2．3（14） 3．5（39）













































































子どもを育てることで、自分が成長する　辮 68．5（363） ＄欝（490） 754（853）
子育てをするのは楽しい　辮 37。0（196） 43．1（488）
家族の絆を深める　騨 68．5（363） 譲灘（453） 72ユ（816）
自分の生命を伝える 36．0（191） 38．8（233） 37．5（424）
自分の志をついでくれる後継者　辮 3．0（18） 5ユ（58）
次の社会を担う世代をつくる 5Z7（306） 54．6（328） 56ユ（634）
子どもを持つことで社会的に認められる　串 鎚（15） 1．2（7） 1．9（22）
子どもを持ち育てるのは当然だ　鱒 ％（51） 5．0（30） 7．2（81）
老後の面倒をみてもらう 3．0（16） 3．2（19） 3．1（35）
子どもは一家の働き手 0．9（5） 0．7（4） 0．8（9）
家の存続のため　織 鉱溝（64） 7．0（42） 9遜（106）
特に意味はない 1．9（10） 0．7（4） 1。2（！4）




子おもを育てることは楽しいと思うことが ある 99．4（527） 98．2（591） 98．8（1118）
ない 0．6（3） L8（l！） 1．2（14）
ある 93．2（495） 95．7（577） 94．5（1072）
子どもを育てることで自分も成長したと思うことが
ない 6．8（36） 4．3（26） 5．5（62）
ある 99．8（530） 99．8（602） 99．8（1132）
子どもの顔を見ると気持ちが安らぐことが
ない O．2（1） 0．2（1） 0．2（　2）
ある 80．2（426） 89．2（1012）
子育てによって人間関係が広がったと思うことが　糊
ない 19．8（105） 2．8（17） 10．8（122）
ある 97．4（517） 9鮪（600） 98．5（1117）
子育てによって様々な経験ができたと思うことが　糊
ない 2．6（14） 0．5（3） 1．5（17）
ある 96．2（511） 95．8（577） 96．0（IO88）
子育てによって生活が充実していると思うことが
ない 3．8（20） 4．2（25） 4．0（45）
ある 88。9（472） 9磯（578） 92．6（1050）
子どもを育てるために我慢することが　榊 ない 11ユ（59） 4ユ（25） 7．4（84）
ある 58．9（313） 68．0（771）
子どもを育てることに不安を感じることが　糊 ない 41．1（218） 23。9（144） 32．0（362）
ある 47ユ（250） 礁璽（358） 53．6（608）
子どもの世話をするのが嫌になることが　幡 ない 52．9（281） 40。6（245） 46．4（526）
ある 63．5（337） 嬢譲（475） 71．6（812）
一人になりたいと思うことが　糊 ない 36．5（194） 2L2（128） 28．4（322）
ある 70．6（375） 鉱¢（485） 75．9（860）
将来、子どもがうまく育つか心配になることが　辮






































父親 24．6（130） 69．0（365） 64（34） 100．0（529）
母親 32．7（177） 64．7（351） 2．6（14） 100．0（542）







仕事〉育児 仕事鐘育児 仕事く育児 合計
父親 0．9（4） 35．4（165） 63．7（297）100。0（466）
母親 0．2（1） 27．7（165） 72ユ（429）100．0（595）







仕事〉育児 一 0．9（4） 一











































































性別役割分業型 平等両立型 父親両立志向型 全体
世話 基本的世話をすること　紬 3礁（32） 24．1（34） ！5．1（25） 22ユ（91）
扶養 経済的基盤を整えること　黙 5．7（8） 3．6（6） 6．3（26）
社会化 基本的生活習慣を身につけること 59．0（62） 674（95） 64．5（107） 64．1（264）
社会的ルールを教えること 51．4（54） 49．6（70） 57．8（96） 53．4（220）
教育 情操を育むこと　‡ 39．0（41） 48．9（69） 蔓灘（92） 49．0（202）
芸術的能力を引き出すこと 1．0（1） 1．4（2） 1．8（3） L5（6）
身体的能力を引き出すこと 1．9（2） 2ユ（3） 2．4（4） 2．2（9）
知的能力を引き出すこと 3．8（4） 3．5（5） 6．6（11） 4．9（20）
その他 1．0（！） 2。1（3） 0。6（王） L2（5）
幼児をもつ親の役割意識に関する研究 31
表3－2　父親の抱く子育ての意味（複数回答） （o／o）
性別役割分業型 平等両立型 父親両立志向型 全体
子どもを育てることで、自分が成長する　＊ 59．6（62） 68．9（l15） 68．6（286）
子育てをするのは楽しい　籾 賑⇔（26） 40。1（67） 36．7（！53）
家族の絆を深める 73．1（76） 63．7（93） 69．5（116） 68．3（285）
自分の生命を伝える 36．5（38） 35．6（52） 35．9（60） 36．0（150）
自分の志をついでくれる後継者 12．5（13） 6。2（9） 7．2（12） 8．2（34）
次の社会を担う世代をつくる 57．7（60） 63．7（93） 57．5（96） 59．7（249）
子どもを持つことで社会的に認められる 3．8（4） 4．8（7） 1．2（2） 3．1（13）
子どもを持ち育てるのは当然だ 11．5（12） 5．5（8） 10．8（18） 9．1（38）
老後の面倒をみてもらう　描 ＄1烹（9） 1．4（2） 2．4（4） 3．6（15）
子どもは一家の働き手 1．0（1） 14（2） 0．6（1） 1．0（4）
家の存続のため　辮 1捻注（23） 8．2（12） 9．0（15） 12．0（50）
特に意味はない 1．9（2） 3．4（5） 0．6（1） L9（8）
表3－3　父親と子どもの接触時間【平日の場合1 （o／o）
30分以内 2時間以内 2時間以上 合計
性別役割分業型 314（33） 40．0（42） 28．6（30） 100。0（105）
平等両立型 27．9（41） 39．4（58） 32．7（48） 100．0（147）
父親両立志向型 31．7（53） 46．7（78） 21．6（36） 100．0（！67）
全体 鐵3（127） 鵜1＄（178） 27．2（！！4） 100．0（419）
表3－4　父親と子どもの接触時間【休日の場合】 （o／o）
7時間以内 14時間以内 14時間以上 合計
性別役割分業型 35．2（37） 47．7（50） 17ユ（18） 100．0（105）
平等両立型 27．2（40） 56．5（83） 16．3（24） ！00．0（147）
父親両立志向型 31．7（53） 5L5（86） 16．8（28） 100．0（167）
















































性別役割分業型 平等両立型 父親両立志向型 全体
①子どもを育てることは楽しいと思うことが　糊 47．1（49） 67ユ（112） 6磁（272）
②子どもを育てることで自分も成長したと思うことが　紳 26．0（27） 47．6（70） 45．5（76） 41．4（173）
③子どもの顔を見ると気持ちが安らぐことが　寧 76．0（79） 88．4（！30） 88．0（147）
?????
④子育てによって人間関係が広がったと思うことが 18．3（19） 25．2（37） 31ユ（52） 25．8（108）
⑤子育てによって様々な経験ができたと思うことが　側 44．2（46） 礁5（89） 54．5（91）
⑥子育てによって生活が充実していると思うことが辮 37．5（39） 59．9（88） 60．5（101）
粘
①子どもを育てるために我慢することが 30．8（32） 27．2（40） 29．9（50）
②子どもを育てることに不安を感じることが　糊 4．8（5） 類潟（18） 9．8（41）
?????
③子どもの世話をするのが嫌になることが 4．8（5） 4。1（6） 3．0（5） 3．8（16）
④～人になりたいと思うことが 18．3（19） 8．2（12） 7．2（12） 10．3（43）
⑤将来、子どもがうまく育つか心配になることが　騨 11．5（12） 嫁3（21） 難蓼（28） 14．6（61）
見られた。
「地域ぐるみで子育てできる社会になって欲しい。子供
は大人の行動をよく見ているので、大人が子供の模範に
なるべきである。マナーの悪い大人が多すぎると思う。」
　　　　　　　　　　　　　（40代前半、平等両立型）
「マンション住まいで、周りを見ると、年齢を問わず、
大人と子どもの交流がない。大人から、挨拶がないし、
もちろん子どもからすることはまれである。こうした基
本的な事が全く行われていないのは、学校云々ではな
く、社会全体の問題だと思う。時代は変化するのだろう
が、日本の昔の良いところがどんどんなくなってきてい
る気がする。子ども達の将来が心配である。」
　　　　　　　　　　　（40代前半、父親両立志向型）
「子どもがのびのびと遊んでいる姿を見ると、本当に幸
せな気分になる。一方で、育児に関する情報や知識が氾
濫しており、つらいと感じることがある。親子間の本能
的な感覚にしたがって、率直に、時には失敗したりもし
ながら、育てられれば、もう少し楽なのにと思う。」
　　　　　　　　　　　（30代前半、父親両立志向型）
　育児にも積極的に関わろうとする新しい役割意識を
もつ父親たちは、核家族化あるいは情報化社会のなか
で、育児情報の取捨選択が難しいことや、子育てを個
々の家庭だけではなく、地域や社会全体の問題として
捉えていくことの大切さを感じているのであろう。
lV’．まとめ
　本稿では、幼児をもつ親たちの育児をめぐる役割意
識について、主に、父親と母親の比較によって明らか
にしてきた。また、父親に関しては仕事と育児のバラ
ンス意識の類型化を試みた。
　分析の結果は、以下のように要約することができる。
〈育児の捉え方〉
①育児期の始まりと終わり
　父母ともに半数が出産以前から「育児が始まってい
る」と捉えていた。母親では妊娠・出産という母親自
身の身体的な変化と育児期の始まりを関連付ける傾向
が見られるが、父親では「出産準備」という子どもを
迎える準備を行う行為の中に、「育児の始まり」を見
出している傾向がみられた。育児期の終了としては、
就職・結婚するまでといった回答が目立ち、特に母親
ほど育児期を長く捉える傾向が見られた。
②育児行為の内容
　父母ともに基本的生活習慣の確立、社会的ルールの
教授、情操を育むといった内容を挙げていたが、父
親・母親の間で違いが見られ、母親が一次的な世話や
基本的生活習慣の自立に向けた育成を育児行為として
考えているのに対して、父親では、社会性を身につけ
るための働きかけや子どもの養育に必要な経済的基盤
を整えることを育児行為と考えていた。
③子育ての意味
　「次の社会を担う世代を作る」という社会的価値が
多く選択される一方、「子どもを育てることで、自分
が成長する」、「子育てをするのは楽しい」、「家族の絆
を深める」といった個人的な価値もまた多く選択され
ていた。
④育児をめぐる感情
　父親・母親ともに育児について肯定的に捉えている
一一禔A否定的な感情については、父親よりも母親の方
が強く感じていた。
〈父親・母親の役割〉
①父親と母親の役割について
　父親・母親ともに過半数以上が父親と母親の役割は
違うと考えていた。また、仕事と育児のバランスにつ
いては、「父親は仕事と育児に等しく関わるべき」で
あり、「母親は育児を優先すべき」と考えている者が
多かった。
②父親、母親の仕事と育児のバランス意識
　父親の抱く仕事と育児のバランス意識を類型化し、
3タイプを析出した。3タイプとは、平等両立型（父
親も母親も育児と仕事とを同じようにするべき）、父
親両立志向型（父親は同等で、母親は育児優先とす
る）、性別役割分業型（父親は仕事優先、母親は育児
優先とする）であり、いずれかにあてはまる人が約9
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割である。最も多いのは、父親両立志向型（35．8％）、
次いで平等両立型（31．5％）である。
〈3タイプ別の育児をめぐる役割意識〉
①父親の考える育児行為
　性別役割分業型の父親は、育児行為として、子ども
の世話や扶養であると、より基本的な事柄を考えてい
る。また、父親両立志向型は、情操を育むことを挙げ
ている。
②父親の抱く子育ての意味
　平等両立型の父親ほど、子育てを通しての自己の成
長と子育ての楽しさを見出している。性別役割分業型
では、子どもを家の後継ぎ、あるいは老後保障の存在
と捉えている。
③子どもとの接触時間
　平Bの場合、約7割の父親が2時問以内の接触を持
ち、休日の場合だと、約半数が14時間以内を子どもと
過ごす。3タイプ別での有為な違いは見られない。
④育児をめぐる父親の感情
　平等両立型の父親ほど、最も肯定的感情を抱いてお
り、子どもを育てることの楽しさを感じ、様々な経験
ができたと感じている。父親両立志向型が、この平等
両立型に次いでいる。また、両タイプには、約1割で
あるが、子育ての不安や子どもの将来に対する不安を
感じている者が見られた。
　冒頭で述べたように、昨今、「父親の育児」が求め
られているが、本稿の基になる調査においても、父i親
であっても仕事と育児を両立したり、育児を優先すべ
きだとする父親が7割を超えていた。そして、この仕
事と育児に対するバランス意識の違いによって、親と
しての役割意識は大きく異なっていた。母親一人が担
うのではなく、育児に関与しようとする父親の姿が浮
き彫りにされたといえる。母親と同じように、育児に
向き合い、子どもを育てる楽しさや喜びを感じる一方
で、子育ての不安や子どもの将来に対する不安を抱え
る父親たちである。
　しかしながら、30～40代の男性は長時間労働に強い
られる社会状況が依然として続いており、実際、意識
の上では差があっても、子どもとの接触時間について
有為な違いは見られなかった。父親たちの多くがこう
した雇用労働環境の中にある一方、意識の上で育児に
関わろうとする思いが高まれば、親としての役割を果
たせない負い目や不足感、不安感を感じる可能性があ
る。母親における育児不安が子どもと関わる中で生じ
るのに対し、父親の不安感は子どもと関わることがで
きないことに起因することになる。
　また、育児として捉えられている行為は、生活習慣
の確立やしつけといった内容であり、これらは、幼児
期ないしは児童期には達成される課題である。しかし
ながら、本調査では、育児の終わりを中学生になるま
で、またはそれ以降と捉える親たちが多かった。親と
子どもの関わる行為すべてが、「育児」と混同されて
いる可能性もある。「父親の育児」、育児の分担という
時に、何をもって育児とするのか、その具体像を明確
にする必要もあるだろう。
注
1）新社会学辞典（有斐閣）には、「育児jとは、未熟な
　状態で生まれた人間の子どもを、保護し養育する営み
　であり、授乳や食事を与えるなどの子どもの生理的要
　求を満たす活動とともに、病気や危険からの保護や基
　本的生活習慣の育成などの活動が含まれるとある。
2）矢澤ら（2003）の研究では、父親は同等で、母親は育
　児優先という意識を持つタイプは「二重基準型」と名
　付けられている。
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